
船場、バーチャルリアリティを活用した新たな
プレゼン・ブランド提案ツール を展示！

～新しい空間づくりをリリース～

　1月 22～ 24日パシフィコ横浜で開催された SCビジネスフェア 2020 で、株式会社船場（本社：
東京都港区 代表取締役社長：八嶋大輔）が「拡張するアキナイ～Mixed Reality ～」をコンセプトに
新たなプレゼンツールをリリース。同イベントには延べ 52,520 人（一般社団法人 日本ショッピング
センター協会発表）の来場者が訪れ、船場独自の新たなプレゼンツール・ブランド提案・これから訪
れる次世代の商環境「拡張するアキナイ」をバーチャルリアリティを通して実体験できるリソースを
企画・プロデュース。今後 新たな商環境の創造に活用してまいります。

■本展示の取り組み
　株式会社船場では、2019 年 7 月に、BIM 推進室を新設し、BIMデータを活用した動画や VR 等を活用した
打ち合わせ・プレゼン手法の導入や設計から納品・維持管理までの BIM データ活用による付加価値創出・業
務効率化等、内装ディスプレイ業界に於ける BIM 活用を推進しています。 
　本展示会では BIM 推進室の取り組み第一弾として、VR/AR/MR クリエイティブプラットフォーム STYLY を
展開し、昨年は渋谷 PARCO で xR を活用したバーチャルアートの展示など、数々の xR 空間を手掛ける
（株）Phychic VR Lab とコラボレーション。内装ディスプレイ業界における新たな試みとして、xR を活用した
コミュニケーションを体感できるコンテンツを共同制作しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（BIM：Building Information Modeling の略称）

■今後の展開について
　本展示では、来場者の方々はもとより VR業界、投資家などから予想を超えた反響をいただいており、当デ
モンストレーションを通して皆様よりいただいたご意見を取り入れ、今後のさらなる改良を重ねてまいります。
　今後も船場では、最新技術を用いたあらゆる可能性を追求し、クライアントの繁栄を共にお手伝いするサク
セスパートナーとなる事業・サービスを創出してまいります。

2020 年 2月 18 日
株式会社船場

コーポレートコミュニケーション室

https://styly.cc/


出展概要
名称　　　　第 44 回日本ショッピングセンター全国大会「SCビジネスフェア 2020」
会期　　　　2020 年 1月 22 日（水）～ 24 日（金） 
会場　　　　パシフィコ横浜展示ホール 小間番号Ｃ2-7
出展内容　　「拡張するアキナイ」をテーマに、船場が新たに取り組む業務コミュニケーションリソースをご紹介。
特設サイト　https://www.scbf.jp/

企画・プロデュース、基本設計、プロジェクトマネジメント：株式会社船場
コンテンツ共同企画・制作、協力：株式会社 Psychic VR Lab
施工：株式会社自然堂
撮影：千葉 顕弥

【テーマ】
　拡張するアキナイ　
　　　　リアルがバーチャルによって拡張される時代。その時、商環境はどのような姿になるのでしょうか？
　　　　船場が思い描く、未来の商環境をご体験ください。

【お問い合わせ】
株式会社船場　経営企画部 コーポレートコミュニケーション室

（ Tel: 03-6865-8195 ／ https://www.semba1008.co.jp/ja/contactus.html ）

【コンセプトシーン】

Portal
「MRと VR を行き来する世界観」を掴んでもらうための
導入空間。これから体験する４つのシーンへのエントラ
ンスロビーの役割を果たします。

Portfolio
ポートフォリオが浮遊する VRギャラリー。
空間の大きさに制約されない仮想空間でのギャラリーは
見渡す多数のプロジェクト展示を、外出先や海外などで、
いつでもどこでも体験することができます。

Apparel
未来のアパレルショップを提案する空間。
ファッションのデザインフローがデジタル化されていくのに伴って、商空間におけるファッション表現も VRやMRでも表現
されます。店頭に配置された商品の詳しい情報はもちろん服の質感や揺れ感などもビジュアル化でき、実際に服を着た時の
シミュレーションをデジタル空間で確認できるようになります。

Music
未来のミュージックショップを提案する空間。
VR・MRでのミュージックショップでは、趣味嗜好にパーソナライズされた情報が提供でき音と空間をダイナミックに連動
させた体験の場へと進化していきます。
今回のプレゼンシーンでは「新しい音楽と出会うこと」「見つけた音楽の世界観をより深く知ること」という２つのテーマを
表現しました。

BIM/Photogrammetry
BIM データやフォトグラメトリーを VR/MR ならではの演出で表現しました。紙媒体や模型とは違った、同スケールの臨場感
で皆様とのコンセンサスを高めることができるこの技術は、コミュニケーションツールの一つとしてサービス展開していき
ます。


